
国と
東
欧
の
中
間
地
点
平
（
前
党
中
央
軍事
委主
席）
以
を
具
現
化
し
て
い
た
だ
ろ
う。

の
動
ぎ
をよ
く
知っ
て
い
る。

に
い
る
と
い
う
立
場
だ
後に
向け
て、

党指導
部
内
で
も

ル
ーマニ
ア
の
チャ
ワ
シェ
ス

今
後Y
共
産
党一
党
独
裁
を否

っ
た
が、
今
回の
ソ
連
ソ
連・
東
欧
の
改軍
を
徐々
に
受
ク
大
統
領
（
同）
が
射
殺
さ
れ
た
定し
て
新
党
を
結
成し
よ
う
と
の

共
産
党
拡
大
中
央
委
員
け
入
れて
い
こ
う
と
す
る
勢
力
と
際、
そ
のニュ
ー
ス
を
聞
き
中
国
改
革
の
動
き
も
必
ず
出
て
こ
よ

東
欧
諸
国
の
変
革
を
受
け
会
総
会が
党の
指
導
的
役
割
を
定
断
固
拒
否
の
保
守
府
と
の
聞で、
各
地
で
爆
竹
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
う。
党
指
導
部
内
部
で
も、
現

て、
中
国と
東
欧
は
百
八
十
度
め
た
憲
法
第
六
条の
修正
に
伴
う
激
烈
な
権
力
闘
争が
展
開さ
れ
内
事
実が
あ
る。
中
国の
民主
化勢
在、
江
沢
民
総
書
記
と
李
鵬
首
相

路
線
が
遣
う
両
極に
位
置し
て
複
数
政
党制へ
の
移
行
を
決
定し
部
分
裂
する
可
能
性が
さ
ら
に
高
力
は
厳
然
と
存
在し
て
お
り、
い
の
確
執の
兆
候が
あ
り、
内
部
分

ぎ
た。
ソ
連
はと
い
え
ば、
中
た
こ
と
で、
一
党
独
裁堅
持の
中
まっ
て
きた
の
fほ
な
い
か。

つ
爆
発
し
て
も
不
思
議
で
は
な
裂の
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
も
十
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・
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分
考え
ら
れ
る。
ま
た
髄
氏の
復

節
間
割
引

指
導
部
分
裂

の
可
能
性
高
ま
る

活
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い。
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、
2
3
1
ノ
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All

現
在、
中
国で
は
す
で
に
郵
以
後

、

固
と
ソ
連
の
閣の
亀
裂は
確
実
に

中
国は
東
欧の
変
革
が
起
こ
る
い。
当
局
は
民主
化へ
の
締め
付
に
向け
た
大
変
革
が
確
実
に
萌
芽

咽E
Ea

一
深
ま
ろ
う。
だ
が、
そ
の
こ
とが
以
前の
昨
年
春、
民主
化
運
動が
け
を一
層
強め
共
産
主
義
を
守
る
（
ほ
う
が）
しつつ
あ
る
と
いっ

Ehu－－
－

中ソ
対
立
の
再
現
を
も
た
ら
すほ
盛
り
上
がっ
た。
そ
れ
が
人
民
解
た
め
結
束
を
高
め
よ
う。

て
も
よ
い
だ
ろ
う。

（
談）

川
川川一一
寸

ど
の
活
力
と
余
裕は
も
は
や
中
ソ
放軍
の
武
力
制
圧と
い
う
「
天
安

中
国
で
は
東
欧
や
ソ
連
の
改
革
・
．

団
哩圃
一
聞に
は
な
い。

門
事
件」で
押
しつ
ぶ
さ
れ
た。も
の
進
展
に
関
す
る
報
道
が
抑
制さ
…

中
嶋
嶺
雄
定
か
Oま・
…

－hh園

東
欧の
変
革
に
続
く
ソ
連
の
改
し、
改
革
派
の
楢
紫
陽
党
総
書
記
れて
い
る
が、
中
国
の
民
主
化
を
…
み
ね
お）
一
九三
六
年生
ま…

’
革・
民
主
化の
大
き
な
動
き
は
中
（
当
時）
が
郡
小
平
氏や
李
鵬
首
相
願
う
人々
は
日
本の
N
H
K
短
波
…
れ。
東
大
大
学
院
国
際
関
係…

国
に
も
強い
影
響
を
与
え
ず
に
は
を
逆
に
軟
禁し
て
い
た
な
ら
ば、
放
送
や
米
国の
V
O
A
（
ア
メ
リ
…
論
課
程
卒。
国
際
関
係
論。
…←

お
か
な
い。
最
高
実
力
者、
都
小
中
国は
東
欧
に
先
駆
げ
て
民
主
化
カ
の
声）
放
送
を
聞
き、
民
主
化
“

1990.02.16-ソ連変身後の中国(1)-指導者分裂の可能性高まる(産経新聞)

東京外語大教授
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